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まを上のご注意 


ご使用前によくお読みの上、必ずお守りください。 


※ここに表したま意事頂は、お使いになる人や他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止する 
ためのちのです。安をに関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 

※本体に貼付しているごま意に関するシールは、はびさないでください。 


表示内容を無視して、誤った使いかたをしたとき 
に生じるを害や損害の程度を、ムソ下の表示で区分 
して説明しています。 


A 警告 


取り扱いを誤った場合、使用者び 
死 t または重傷'1を負ラことが想 
定される内容を示しまず。 


取り扱いを誤った場合、使用者び 
A 傷害でを負ラことが想定されるか、 

/ i \ /± または物的損害での発生が想定さ 

れる内容を示しまず。 


*1 重傷とは、失明や、けが、やけど（高温-低温）、感電、骨折、 
中毒などで後遺症が残るものおよび治療に入院*長期の通院 
を要ずるちのをさしまず。 

*2 傷害とは、治療に入院-長期の通院を要さないけがややけど、 
感電などをさしまず。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜*ぺットなどにかかわ 
る拡大損害をさしまず。 


■因团 かち耻ミ ■ 

A 么記号は、警告、を意を示し 
/ \ます。具体的なを意内容は 
'壬、 図記号の中や近くに絵や文 
3 ® 章で表します。 


Q O 記号は、禁止の行為であ 
ることを示します。具体的な 
禁止内容は図記号の中や近 
* ^ くに絵や文章で表します。 

• 参記哥ま、行為を強制したり 
指示したりする内容を示し 
_ ます。具体的な指示内容は 
} 旨の図記号の中や近くに絵や文 
章で表します。 


乳な巧のい百つしやるご家庭でごほ用の場合は特にご注意くだをい。 


A 警告 


子供だけで使わせたり、幼児の手び 
^ \ J 届くところで使わない。 

m ± やけど•感電' けびをするおそれ。 


〇 

おず実施 


ふたを「カチッ」と音びずるまで確実 
に閉める。 

沸とラび止まらなくなったり、倒れたと 
をにお湯び流れ出て、やけどのおそれ。 


接邮禁止 


蒸気孔にさわったり、顔などを近づ 
けない。 

やけどをするおそれ。特に乳幼児には、 
さわらせないよラにま意する。 





器具用プラグをなめさせない。 


乳幼おび誤ってなめない 
よラにま意する。 

感電やけびの原因。 



A 注意 



不安定な場所、熱に弱いテーブルや 
敷物などの上では使わない。 

倒れたとさに、お湯び流れ出て、やけど 
のおそれ。また、火災や、 テーブル •敷 
物のを色' をおの原因。 


A 警告 


せお禁止 


改造はしない。修理技術ち L ソ外の人は 
分解したり、修理をしない。 

火災•感電-けびの原因。 



交流100 Vli (列では使わない。 
(日本国内10 0 V 専用） 

火災 • 感電の原因。 


2 


A 


〇 

おず実施 

を 


〇 

必ず実施 


定格1已 A じ Lb のコンセントを単独で 
使ラ。 

他の器具と併用すると、分岐コンセント部 
び異常発熱して、発火するおそれ。 

電源コードは、破損したまま使わない。 
また、電源コードを傷つけない。 

(加工する' 無理に曲げる • 高温部に近づけ 
る•弓 I つ張る-ねじる-たばねる'重いものを 
載せる' 挟み込むなど） 

乂巧 • 感電の原因。 

差込プラグにほこりび付着している場 
合は、よくふき取る。 

火巧の原因。 


〇 

必ず実施 


差込プラグは根元まで確実に差し込む。 

感電•ショート' 発煙 • 発火のおそれ。 


Q 

禁止 

めれ手禁止 


電源コードや差込プラグび傷んだり、 
コンセントの差し込みびゆるいとさは 
使わない。 

感電•ショート • 発火の原因。 

めれた手で、差込プラグの 
巧さ差しをしない。 

感電やけびをするおそれ。 


0 

禁止 

0 

禁止 

0 

禁止 



器具用プラグ（磁石式）の先端に 
ピンなど金属片やごみを 
付着させない。 

感電 • ショート' 発火の原因。 

満水目盛を超えて、水を入れない。 

お湯びふをこぼれ、やけどのおそれ。 

また、水び給水マークより少ない場合は、 
内容器の変色-故障のおそれ。 

ふたを勢いよく閉めない。 

お湯びふをこぼれ、やけどのおそれ。 


Q 

禁止 


蒸気?しをフキンなどでふさびない。 

お湯びふさこぼれて、やけどのおそれ。 
また、ふたの変形の原因。 


化 

る 

禁止 

0 

禁止 



水に(外のちのをわかさない。 

お茶-牛乳•ミ酉-ティーノ於グやお茶の葉、イ 
ンスタント食品などを入れて使うと、泡立って 
ふきこぼれ、やけどのおそれ。また、こげつを 
腐食' 故障' フッ素加工のはびれの原因。 

氷を入れて保を用に使わない。 

をたい水や氷を入れると結露び生じ、感 
電-故障のおそれ。 


0 

禁止 

0 

禁止 


水めれ禁止 


Q 

禁止 

〇 

必ず実施 


抱きかかえたり、傾けたり、ゆずったり、上 
下に勢いよく振ったり、衝撃を加えない。 
ふたを持って移動しない。 

r ロック」にしていても、傾けたり倒したりし 
ない。お湯び流れ出て、やけどのおそれ。 

ポットを$5倒させない。 

「ロック」にしていても、傾けたり倒したり 
しない。 

お湯び流れ出て、やけどのおそれ。 

本做よ、水につけたり、 

水をかけたりしない。 

ショート.感電.発火のおそれ。 

ふたをつけたまま、残り湯をずてない。 

面たびはずれたとを、お湯びかかってやけど 
をするおそれ。 

(残り湯のすてかたは、 P .4. 10参照） 

ふた/ ッキンび白く変色した6交換ずる。 

倒れたとさにお湯び流れ出て、やけどの 
おそれ。 


〇 

必ず実施 


異常•故障時には、直ちに使用を中止する。 

そのまま使用すると、火災•感電-けびの 
おそれ。 

〈異常' 故障例〉 

-電源コードやプラグび異常に熱くなる。 
•電源コードを動かすと通電したり、しな 
かった0する。 

-いつもと違って異常に熱くなったり、こ 
げくさいにおいびする。 

-本体から水ちれする。 

-その他の異常や故障びある。 

すぐにプラグを抜いて、販売店へ点検•修 
理を依頼する。 


はじめに 
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まを上のご注意 


A 注意 


运 

プラグを抜く 


〇 

必ず実施 





接軸禁止 


使用時に(がは差込プラグを 
コンセントから巧く。 

けびややけど、絶縁劣化による感電-漏電 
火災の原因。 

必ず差込プラグを持って 
引き巧く。 

感電や、ショートして 
発火するおそれ。 


この製品専巧の電源コード L ソ外は使用 
しない。電源コードを他の機器に転用 
しない。 

故障-発火のおそれ。 

タコ足配線はしない。 

火災のおそれ。 


水のかかりやすい場所や、底部び 
めれるよラな所に置いて使わない。 

ショート ■ 感電 ■ 故障の原因。 

蛇□か5直接水を入れない。 

本体内部に水び入り、ショート•感電•故障 
の原因。 

壁や家具の近 < では使わない。 

蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色、を 
おの原因。 

キッチン用収納棚な 
どを使ラとをは、中 
に蒸気びこもらない 
ように注意する。 

ふたを開けたりはずずときに出る蒸気 
や露にふれない。 

やけどの原因。 





接巧虫禁止 


使用中や使用後しば6<は高温部にふ 
れない。 

やけどの原因。 





おず実施 


本体を持ち運ぶときは、 

ふたの開閉レ/ (一にふれない。 

ふたび開いて、けび-やけどをするおそれ。 

お手入れは;ちえてから巧ラ。 

高温部にふれ、やけどのおそれ。 


〇 残り湯をすてるとさは、必ず下図の方 
向か6ずてる。 

おず実随 別の位置からすてると、本体内部にお湯び 
入って故障の原因。またやけどのおそれ。 
操作バネルにかか日ない まざ□を上にする 



Q 本体を丸ミ先いしたり、本体内部や底部 
に水を入れたりしない。 

禁止ショート ■感電■故障の原因。 


本体をさかさにして置かない。 

V ^/ 底部び水にめれていると、底部から水び本 
体のに入り服の願。 


末永< ご巧用いただ< ためのごを意 


♦义気の近くでは使わない。 

変巧'故障の原因。 


湯わかし中は、お湯をまびない。 

お湯び飛び散り、やけどの原因。 

禁止 

給湯中に本体を回さない。 

お湯び飛び散り、やけどのおそれ。 


♦直射日光び長時間あたる場所では使わない。 

本体び熱<なるなど、故障の原因。 

参カラださをしない。 

水を入れないで通電すると、内容器の熱変色、故障の原因。 

♦備長炭などの炭を入れて使わない。 

故障、フッ素加工のはびれの原因。 
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各3!のなまえとはた5を 




はじめに 




























































































































J お湯のわかしかた 


はじめてほ5とを-しば5<巧わなかったとを 


本体内を洗浄するために、次の手順で、お湯をわかし 1•満水目盛まで水を入れ、お湯をわかす。^下言己 

てすてる。 2 •お湯がねいたら、約半量を電動給湯してお湯をすてる。一 P .8 

使いはじめのラちは、樹脂などのにおいがすること 3 •プラグ-ふたをはずして、残り湯をすてる。 - P .10 

がありますが、ご使用とともに少なくなります。 



ふたを開閉すると舌「カラ、カラ」と音が 
しますが、お湯の流出を防止する弁（せ 
んバルプ）の音です。 


2水を別の容器で入れる 


「満水目盛」じ TFr 給水マーク」じ Lb に入れます。 





•水を蛇□か6直接入れたり、めれた 
場所に置いて底面をめらさない 0 
•約已〇た切上のお湯を入れると、自 
動的に湯わかしされない場合がある 
ため、少しさめたお湯か水を入れる 
か、再沸とラさせる。 （ P .8 参照） 

• r 満水目盛」を超えて水を入れた0、 
「給水マーク」よりかない水で湯わ 
かししない。 



ふたが確実に閉まっていないと、倒れた 
ときにお湯が多量に出て、やけどをする 
おそれ。 



4電源コードを接続する 



※保温温度を選ぶと壬は、 P .7 の6参照。 

(選ばない場却ま、自動的に日0保温になります。) 
※節電タイマーを設定するときは、 P .10 参照。 


■ お湯のカルキ臭を減6したいとを 


(再沸とう/タイマー] キーを1回押す。 
※通常よりも 
湯わかし時間が 
長くなります。 


まほうびん卽ネ〕-ス 


倚秀とう) 


?起 


I 98 90 80 

-• 0 
巧とラ I カルキめき 保温 
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保温を選ぶ 


「 r 呆温還巧 I または 语ェネコース/まほうびん 1 キーを巧 

して選ぶ。 


■ 98 *90 *80 巧温のとを 

片90 ♦撕^ 98 


(保温選が キーを巧すごとに、 
保温が順に切り替わります。 


〕 


まほうひん省 I ネ]-ス 



■まほ5びん保温のとを 


情^エネコース/まほラびん) キーを押す。 

ちラー度押すと、保温選択温度に替わ0ます。 



98 90 80 

沸とう做レキめき保温 

♦4 種類の保温が選べます。 

(80 •日0 • 日8保温の3通りとまほラびん保温） 

♦まほラびん保温は、沸とラ後、ヒーターが自動的に 
日 FF になります。 

♦湯わかし中でち保温中でち、保温が変更で壬ます。 


•設定中にプラグがはずれた場合、再 
度プラグを接続すると日0保温になり 
ます。 

•まほラびん保温のときに、キーを長く 
押さない。省エネコースがセットされ 
ます。 （ P . 日参照） 


■湯わかし中… 

現在の湯温 


沸と5するまでの残時間 


約1日秒ごと 
に交互に表示 

まほうびん省エネ〕-ス まほうびん省'エネ〕-ス 


犀 度 I 4# 



98 90 80 98 90 80 

※水量や水温によって残時間が表示されはじめる時間 
が異なります。 

※お湯の温度は、己た壬ざみに表示されます。 

(約日8たのときは、「日8」を表示します。） 


7自動的に保温する 


■满とラした 5- 


まほうびん约ネ] -ス 



■ 選択した巧温温度になると， 


まほうびん约ネ>ス 


y け品度 


98 90 80 

〇 • 

巧と*51カルキめき 保湿 


♦蒸巧しふれない。 

し 注ぶ やけどをするおそれ。 

•湯わかし中や直後は、ふたを勢いよ< 
開閉したり、給湯しない。 

お湯が飛び散ったり、蒸気がふき出し 
て、やけどをするおそれ。 


巧と5時囲と選巧した巧撤届度に 
なるまでの時間の目ま 



2ぶタイプ 

3.0タイプ 

水から沸とラ 
するまで 

約24分 

約30分 

沸 

と 

ラ 

し 

て 

か 

ら 

日0保温に 
なるまで 

約2時間1已分 

約2時間40分 

80保温に 
なるまで 

約4時間 

約4時間日0分 


※水量:満水、水温•室温:23た、電圧:交流10 OV のとさ。 
※日8保温になるまでの時間の目安は、水から沸とうする 
までの時間とほぼ同じです。 


沸とうをの藏豆の目ミ（まほうびんお励ま） 


時間の経過ととちに湯ミ品が下がっていさます。湯量が少 
ないと、さめやす < なります。 



2時間後 

2ぶタイプ 

約8已で切上 

3.0タイプ 

約日〇た切上 


※水量：満水、室温： 23でのとさの参考値。 

※ミ品度は已 ° C をざみで表示していますので、表示の温度と 
湯温は異なる場合があ0ます。 


使いかた 
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お湯のわかしかた 


4 お湯のをぎかた 


保温中に再沸とうさせるときは、 

(再沸とう/タイマー」キーを 


1回 f 甲す 


滞うびん肖な]-ス 


給水マークじ(上の 
お湯び入っているか、 
巧認してから押ず。 



満水時に再沸とラするまでの時巧の目ま 



2ぶタイプ 

3.0タイプ 

98 - 90保温 

約4〜8分 

約4〜日分 

80保温 

約 S 〜10分 

約日〜11分 


※水をつぎ足したり、プラグを接続し直したときは、 
さらに長くなります。 

※まほラびん保温のとさは、沸とラするまでの時間が変 
ね0ます。 

■ 保温中にお湯のカルキ臭を 
減5したいとを 


I 再沸とう/タイマ ー1 キーを 
2回押す。 


まほうびん鲜ネコス 


98 90 80 


巧とう I カルキめき 保温 


[再沸とう/タイマー) キーを押すごとに機能が切り替わります。 



カルキめき。 
沸とラ 

10時間< 
タイマー 


. 6時間 
タィマ- 

I 9時間 
タィマ- 


>7時間 
タイう一 

|8時間 
タイ亏一 


〕 


《 [再巧とう/タイマ ー I キーは、節電タイマーと兼用のキーに 
なっているので、表示部で確認して設定する。 
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お湯のををかた 


2福意!キーを 巧す 

お湯を入れる容器をまざ□に合わせて 
歷 a キーを巧しまず。 

押している間、まぎ□か5お湯が出まず。 

※お湯が止まるのを確認してから、容器を注ぎ□から離 
して < ださい。 

※プラグをはずすと、給湯できません。 

※沸とう直後は、発生した泡がポンプに入ってお湯が出 
にくくなることがあります。 

蒸気に注意して、1度ふたを開け、再度ふたを閉めて 
から給湯する。 

※内容器やメッシュフィルター、本体内部のポンプが 
ミちれていると、お湯が出にくくなることがあります。 
(クエン酸洗浄する。^ド.12参照） 

※給湯後、約10秒間歷罰キーを押さなかった場合、□ッ 
ク解除ランプが消打して自動的に□ックされます。 



3 (□ック刷を) キーを 1回巧す 

歷 a キーび□ックされ、 

押してち給湯び 
でさません。 


■ お湯びかな<なつた百がず給水する 





1 (□ッ ク解除 1 キーを 1回巧す 



r 給水マーク」まで減る前に、必ず給水し、ふたを閉める。 
(蒸気に注意して、水を入れる。^ド.日参照） 


•水を入れずにそのまま放置しない。 
L ur 方 カラだきとなり、故障の原因。 

•まほラびん保温中（プラグ接続状態) 
は、給水しても湯わかししません。 
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5 


省エネコースの®いかた 


省エネコースを選ぶと、省エネ湯わかしと省エ 
ネ保温を行いまず。 

♦省エネ湯わかしは、沸とラする前にヒーターを切り、 
蒸気の量をおさえる蒸気カットを行います。 

湯わかし終了時の湯温は約日 8 t ： です。（室温-水量- 
気圧により蒸気カットにならない場合があります。） 
♦省エネ保温は、2時間似上キー操作しなかったと去 
に、設定温度より約已 t ： 下げて保温します。 

(日8保温のときの省エネ保温は、日日保温になります。） 


省エネ コースを 選ぶ 


I 省エネコース/まほラびん 1 キーを長押し(約1秒)して、 
省エネコースを選ぶ 


長巧し 



巧気カット A 


gJl 


如90 80 


巧とう I カルキめミ保混 


■省エネコースで該気カット 
をせないとを（沸と5をせる） 

r カルキめを」で湯わかしする （ P . 巨参照） 


保温を選ぶ 
( P .7 参照） 


0湯わかし後、自動的に保温 

■湯わかしび按了した百… 


まほうびん削:ネコス 



98 90 80 

ス） L 

巧とラ I カルキめき 保ミ豆 


■ 選択した巧温温度になると • 


まほうびん省エネ〕-ス 


30 


98 90 80 

〇 • 

巧とラ I カルキめき 保温 


■ 2時巧な上ほわないとまは 
自動的に省エネ保温 
(設定温度より約5で下げて保温） 


まほ うびん卽 ネコ-ス 

爸エネ‘ 

8S 


エネな溫 
g 温度 


-表示 


98 90 80 


满とラ I カルキめき 保温 


※まほラびん保温のときはヒーターが日 N にならない 
ので、お湯は冷めていさます。 


省エネ保温中の湯温を 
もとの設定に戻すときは 


I な温選択 I キーまたは I □ック解除1 キーを1度押ず。 

(約1分で、もとの設定温度に戻りまず。） 


省エネコースを解除するときは 


I 省エネコース/まほラびん 1 キ~を長 t 田し(約1砂）す 

る。頗温か低いときは、自動的に湯わかしを始 
めまず。） 


占 


省エネ保温中にキー操作をすると発生 
する「ゴー」といラ音は、湯温を設定温 
度に戻すために、自動的に湯わかしをす 
る音です。 （ P . 13参照） 


省エネ湯わかしのときでも蒸気孔は高 
温になるため、さわったり、顔などを 
おづけない。やけどをするおそれ。 


使いかた 
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6 節電タイトの使いかた ^ 巧い終わった5 


節電タイマーは、約6時間後から約1日時間後まで1時間さざ 
みで己段階に設定で去ます。 

外出するときやお休みする前に節電タイマーをセット 
すると、ヒーターが自動的に日 FF にな!3、まほうびんで 
保温しますので電気代が節約できます。 

セツトしてから設定時間後には、お湯がわいて通常通り 
使用でさます。 


ち沸とう/タイマ ー1 キーを 巧し、 

節電ずる時間を選ぶ 

表示部で確認しなが5、合わせる。 


まほうびん省1ネ>ス 



巧とう I カルキめき保温 


時間 .7 時間 
タイマー タイマー 

^9時間 ^躺間 
^タイマー>タイマー 

※節電タイマーが終了するまでの残時間を、]時間きざ 
みで表示します。 




カルキめき 
沸とラ 

10時間 
タイマ- 


■設定時巧の1時囲前になると… 

湯わかしがはじまり、已日一1分まで分きざみで表示します。 


■ 湯わかしび 
按了すると… 

設定されている巧温で 
保温します。 


まほうびんも-:! 


QO: 叩 

,皿由 


98 90 80 




巧とラ I カルキめき 保湿 




•節電タイマーをセットすると給湯できません。 
•まほラびん保温設定時はセットしな 
し、。 ヒーターが曰 N にならないので、 
お湯は冷めてい去ます。 




節夕ろイマーを解除して、 
おかしをするとをは… 


I 再沸とう/タイマー] キーを 
押し、ミ弗とう/カルキめを まほぅびん省 I ネ]-ス 
ランプを 
点灯させる。 

湯わかしが 
はじまります。 





98 90 80 


V 


巧とう I カルキめき保温 




1 プラグをはずず 



ふたをはずす 


ふた着脱レバーを 
巧し下げなび5、 
ふたをまぎ□側に 
引ぐぶラに開けて 
はずしまず。 


ふた着脱 
レバー 



3 残り湯をすてる （ P .4 参照) 




•お湯が飛び散らないよラに、できるだ 
けお湯をすてる場所にポットを近づ 
けて、ゆつくりとすてる。 

•お湯をすてた後は、注ぎ□からしずく 
が落ちることがあるので注意する。 
•使用後は、巧容器•メッシュフィルター 
をこまめにお手入れする。 （ P .1 1参照） 


4ふたを 

取りつける 

ふた着脱レバーを 
押し下げなび5、 
ふたの引っかけ部 
を差し込みまず。 





•残り湯は放置しない。 

内容器の変色やにおいの原因。 


•ふたをつけたままや注ざ□を下にし 
たり、ヒンジ部か！5お湯をすてない。 
お湯が手にかかってやけどしたり、故 
障の原因。 

•メッシュフィルターの取りつけ かたが 
不充分な場合、残り湯をすてたときに 
抜け落ちることがあるのでミ主意する。 
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S お手入れのしかた 


♦プラグをはずし、残り湯をずてて、ちえてか5お手入れずる。 
♦スポンジ-巧はやわ5かいちのを使う。 


さ 部 


お手入れのしかた 


0メッシュ フイルターをはずしてか!5、スポンジで洗う。 


内容器 





♦クレンザーやたわし類を使わない。フッ素加工面が傷み、巧れが落ちに 
くくなる原因。 

•フッ素加工をしていてち長期間お手入れしないと、ミちれがこびりついて 
落ちにくくなったり、湯わかし中の音が大きくなったりするので、こま 
めにお手入れする。 

•カラだきによる変色はとれません。 

•ミネラルウォーターやアルカリイオン水を湯わかしした場合は、巧容器 
にカルシウム分が付着しやすくなったり、また付着したカルシウム分が 
はがれて本体内のお湯や蒸気の出口をふさぐ場合があり、故障の原因に 
ちなるのでよりこまめにお手入れする。 


0スポンジで洗っても落ちにくいミちれは、クエン酸（別売）で洗浄 （2 〜3ヶ月に1 
回）ずる。 （ P . 12参照） 


■内容器の色むらやをを、か中の白い浮遊おについて 

内容器にできるサビのよラなホいはん点、乳白色-黒色*虹色などの変色、白い浮遊物は、 
水に含まれるミネラル成分（カルシウム-マグネシウム-鉄分など）の作用によるもので 
ず。内容器自体の変色や腐食、フッ素樹脂のはがれではありません。衛生上問題はありま 
せんが、ミちれが目立ってきた5、こまめにお手入れしてください。 



ふた 



かたくしぼった巧でミちれをふき取る。 


本体外側 



乾いた巧でふく。 


電源コード 


メッシュ 
フィルター 


9 


内容器か5はずし、やわ6かい歯ブラシなどで洗ラ。 


•こまめに洗ラ。目づまりすると、お湯が出にくくなる原因。 
•洗った後は、必ず内容器に確実に取りつける。 


3^ •本做ま、水につけたり、水をかけたりしな 
し、。ショート•感電のおそれ。 

•丸洗いは絶対にしない。本体内部に水が 
入り、故障の原因。 


♦洗剤*シンナー類’クレンザー’漂白剤*金属たわ 
し•ナイ □ ンたねし • 化学ぞラきんなどは使わない。 
♦食器洗浄機や食器乾燥器などは使わない。変形す 
るおそれ。 


使いかた 
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s お手入れのしかた 


クエン酸洗をのしかた 


就内容器のクエン酸洗浄をするときは、 
ロバパ' 下記の内容を必ず守る。泡立ってお湯 
がふさこぼれた0、やけどのおそれ。 
•お湯は入れない。必ずか胸先浄を行う。 
• r 満水目盛」切上の水を入れない。 
•洗浄中は、ふたを開けない。 

•巧浄中は、沸とラするので蒸気に注 
思する。 

V_ ノ 

※クエン酸での洗浄中は、他の操作や機能は使えません。 


クエン酸は、お求めのタイガー製品販売店または「連 
絡先」に記載のタイガーお客様ご相談窓□、消耗品- 
別売品のご購入専用ホームページ （ P .1 曰参照）で、 
品番： PKS -0120 r 電気ポット内容器洗ミき用クエン 
酸（約30邑 X 4 包入り）」とご指定のラえ、お買い求 
め < ださい。 

※クエン酸は食品添加物として使用されており、食品 
衛生上無害です。 


■巧容器のクエン酸洗浄 

(2 〜3力月に1回の目まで巧 5) 


〇巧容器にメッシュフィルターがセットされていることを 
確認する。 


©クエン酸約30 邑 (大さじ2〜3杯)を内容器に入れる。 


® r 満水目盛」まで水を入れて 
混ぜをわせ、ふたを閉める。 
( P .6 参照） 

〇プラグを差し込み、 

[再巧とう/タイ号こ] キーと 
[瓶品選択) キーを 

同時に約3秒間巧し続ける。 



洗浄が開始されます。洗を中は沸とう/カルキめきランプと 
保温ランプが交互に点滅、表示部が下図のよラに移動して 
知5せます。その後洗浄の残時間の表示に切0替わ0ます。 

〈洗ミき時間は約1時間30分*> * 水温により異なる。 

まほうびん省 I ネ]-ス まほうびん省 I ネ]-ス 



98 90 80 98 90 80 



まほうびん省エネ〕-ス まほうびん省 I ネコ-ス 



能90 80 98 90 80 


まほうびん省1ネ>ス 



巧とラ访ルキめき 保温 


©洗ミきび終わると、沸とラ/カルキめきランプと保温ラン 
プが点巧します。表示部は下図のよラになります。 

まほうびん约ネ]-ス 


98 90 80 一^^ 

巧とう I かレキめき保温 

@プラグをはずしてお湯をすてる。 

汚れが残っている場合はスポンジでこすり落とし、水で 
充分すすぐ。 

※ミちれが落ちにくい場合は、水ですすいだ後、再度ク 
エン酸と水を入れて同じ操作を行ってください。 

©クエン酸の残り水を取るため、水だけで通常通りにわか 
し、約半量を電動給湯してから、残りのお湯をすてる。 


尚クエン酸洗浄を途中で解除するとさ 
L 的啼 は、プラグをはずす。通常どおりお湯 
をわかすとさは、必ずお湯（クエン酸 
の液）をすててから使ラ。 


■ 内部のポンプのクエン酸巧を 
(半年に！回の目まで巧 5) 

内部のポンプに S ネラル成分が固まって、お湯び出ない 
ときは、下記の手順で、巧部のポンプをクエン酸洗浄して 
<ださい。 


〇 メッシュフィルターを巧容器か5はずす。 

©クエン酸約30邑（大さじ2〜3杯）を、コップ1杯 
のお湯（約200 mL ) で溶かし、内容器の底の巧に入 
れてふたを閉め、そのまま約2時間放置する。 

@巧容器の3分の1まで水を入れてふたを閉め、プラグ 
を差し込んで沸とラさせる。（日〇保温を選択） 

©日0保温の状態で、2〜3時間放置する。 

0福意1キーを W して、お湯（クエン酸の液）を全部注 
ぎ□か6出す。 

@プラグをはずし、をめてか5巧容器をスポンジで水洗 
いする。 

©クエン酸の残り水を取るため、水だけで通常通りにわか 
し、約半量を電動給湯してか5、残りのお湯をすてる。 

©冷めてか目 メッシュフィルターを 取りつける。 


長期巧ごほ用にな己ないとまは 


Op .11 の要領で各部のお手入れをし、乾いた巧でふく。 
©各部を自然乾燥させる。（特に巧容器は充がに乾燥さ 
せる。） 

@ポリ袋などで密封して保管する。 


瞬尉 


保管すると去は、ポリ袋などで密封して 
虫やほこりなどが入らないよラにする。 
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9が障かな？と思った5 


修理を依頼される前に、ご巧認くださし、。 


こんなとさは 1 

► ここを確認して i 

► こラ処置して<ださい 

参照 

ぺージ 

お湯びわかない。 

(ずべてのランプや 
表示部が消えた。） 

プラグびはずれていませんか。 

プラグを接続する。 

6 

水を入れても、湯わかし 
びはじま5ない。（沸と 
う/カルキめさランプに 
切り曾わらない。） 

約巳0でな上のお湯を入れていませんか。 

かしさめたお湯か水を入れる。 

6 

(再沸とう/タイマ ー1 キーを巧 U J て、 

沸とラさせる。 

8 

まほラびん保温の設定（通電が態） 
にしていませんか。 

(再沸とう/タイマ ー1 キーを巧 U .て、 

沸とラさせる。 

7-8 

お湯び自然に出る。 

水を「満水目盛」を超えて入れていませんか。 

「満水目盛」し U 下にする。 

6 

湯わかし中に 
口’一」という音が 
ずる。 

漏わかし中に発生する泡びはじける音で、故障ではありません。 

己 

省エネコースを選んでいませんか。省エネ保温中にキー操作をすると、設定温 
度に戻ずた故に自動的に湯わかしをします。そのときに発生ずる泡の音でず。 

9 

湯わかし中の音が 
いつもより大きい。 

内容器びミちれていませんか。 

内容器-本体内部のポンプをクエン 
酸洗をする。 

12 

沸とうしない。 

(蒸気び出ない） 

省エネコースを選んでいませんか。蒸気 
カツトする省エネ漏わかしをしているた 
め、約日 8 たで湯わかしを終了します。 

「カルキめを」でお湯をわかす。 

6-8 

再沸とうにしていませんか。再沸とラ1 
るため、蒸気をおさえた設定になってし 

ま一度沸とラさせたお湯を漏わかしす 
、ます。 

— 

お湯がにおラ。 

水道水に含まれる消毒用の塩素の量に 
より、カルキ臭び残ることびありまず。 

「カルキめを」でお湯をわかず。 

6-8 

省エネコースを選んでいませんか。蒸気 
カツトする省エネ湯わかしをしているた 
め' 約 98 °C で湯わかしを終了します。 

使いはじめのうちは、棚 g などのにおいがすることびありますび、ご使用とと村こかなくなります。 

— 

樹脂製のお益、ビニールシートなどの敷物の上で使っていませんか。お漏に 
敷物のにおいび移ることびありまず。 

本体外側び熱い。 

室温の高い部屋で保温を続けると、本体が側び熱くなることびありまず。異 
常ではありません。 

— 

内容器び巧れている。 
お湯に白い浮遊物が 
浮く。 

水に含まれる 5 ネラル成分の作用によ 
るわので、内容器自体の変色や腐食、 
フッ素樹脂のはびれではありません。 

クエン酸洗浄する。 

12 

お湯びめるい。 

省エネコースを選んでいませんか。 
省エネ保温中は設定温度より約已む下 
ばて保温します。 

( 保温還択 1 キーまたは （ □ツ ク絕除 1 キー 
を巧すと、約]分でをとの設定温度に 
おりまず。 

9 

まほラびん保温の設定にしていませ 
んか。時間の経過とともに、湯温び 
徐々に下がりまず。 

他の保温を選ぶ。 

ま7：-は、商 巧とう/タイマ ー1 キーをキ电して 
沸とラさせる。 

7-8 

湯量びかないが態で、「まほラびんな温」をすると、さめやすくなります。 

7 

1 杯目のお湯は水量表示計の水量管の中にたまっているお湯び給湯されるた 
め、 说るくなることびありまず。 

— 

お湯が出ない、 

出に < し、。 

本体を傾けた状態で給漏していませんか。 

本体をまっすぐにする。 

— 

プラグびはずれていませんか。 

プラグを接続する。 

6 

自動□ックになっていませんか 

[□ック辭除]キーを]回巧してか b 給湯する。 

8 

沸とラ直後ではありませんか。 

蒸気に注意して、一度ふたをあける。 


使いかた 


たとをは 
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9 故障かな？と思った 5 


こんなとさは 1 

► ここを確認して 1 

► こラ処置して<ださい 

参照 

ぺージ 

お湯び出ない、 

出に < い。 

内容器やメッシュフィルター、内部の 
ポンプび巧れていませんか。 

クエン酸就浄ずる。 

12 

蒸気が出終わっても、 

沸と5/カルキめを 
ランプび点巧している。 

沸と5直後に給湯しますと、発生した泡びポンプに入ってお湯び出にくく 
なったり、お湯び飛び散ることびあります。これを防ぐために蒸気び出終わっ 
ても、沸と5 /カルキめをランプび約3分間点なしています。 

— 

表示部びくもる。 

水のかかりやずい場所や、底部び说れ 
るよラな所に置きませんでしたか。 

水をずて、通電せずにくもりがなくな 
るまで放置する。 



本体をさかさにして置をませんでしたか。 

くもりびとれない場合は、お買い上げ 
の販売店に修理をご依頼ください。 

— 


給水するとをに、操作パネルに水をか 
けませんでしたか。 



こんな表巧が出たとまは 



仕様 


サイズ 

吕.吕タイプ 

3.0 タイプ 

定格容量 

2.1 已 L 

2.91 L 

電源 

交流10 0 V 已 0- 日 OHz 

湯わかし時の消費電力 

700 W 

年間消費電力量# 1 

2色已 kWh / 年 

300 kWh /年 

1曰当たりの消費電力量* 1 

0.73 kWh /日 

0.82 kWh / 曰 

外お寸法* 2 

(とつ手を倒した状態） 

幅 

21 .2 C m 

奥行 

28.0 C m 

高さ 

25.日 cm 

29.已 cm 

質量が（電源コードを含む） 

2.5 kg 

2.7 k 有 

温度過昇防止装置（温度ヒューズ） 

1己7で 

コードの長さが 

1 .Om 

電動ポンプの消費電力が 

1- 己 W 


* ] 日本電機工業会自主基準による測定唐温23度、湯わかし2回/1日、再沸とう1回/1日、保温90度で23時間/1日、36已日/年間、 
その他水量等の試験を件：曰本電機工業会自主基準 HD -1 12に基づく） 

ホ2おおよその数値です。 

※特定地域（高地•厳寒地など）においては、所定の性能が確保できないことがあります。 
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消耗品-別売品のお買い巧めについて 


お買い上げの販売店、または「連絡先」に記載のタイガーお客様ご相談窓□、消耗品-別売品のご購入専用ホームページ 
でお買い求めください。 


ふたパッキン（消巧品） 


1年を目安に確認し、下記のようになってきたら交換する。 
(倒れたときにお湯が流れ出て、やけどのおそれ。） 

-白く変色した。 

• ミちれや破損がひどくなった。 

• ふたのすさ間から蒸気がちれ出した。 


部品香号 


PDA 1090 


※ふたパッキンを交換してもす具合のとをは、その他のパッキ 
ン類、樹脂部品などが傷んでいる場ちがありますので、お問 
い合わせください。 


樹脂部品（傷んでをたとを） 


熱や蒸気にふれる樹脂部品は、ご使用にともない傷んで 
<る場合があるので、交換する。（有償修理） 


，フイルター(消巧品） 


巧容器のクエン酸洗浄時に取0つけて洗ミきしてち、ミちれ 
が取れないとさは交換する。 


部品香号 


PVH 1045 


ふた/ f ツキンのはずしかた 


〇3本のネジをゆるめる。 


ネジはゆるめるだけでせん内ふたをふたからはずさない。完全には 
ずずとその他の部品がはずれるなどして蒸気もれやお湯が出ない 
原因。はずれてしまったとをはち図[図- A ] のよラに正 LX 取りつける。 


@ふたパッキンをはずす。 


ネジ 


せん内ふた 


ふたパッキン 


ふたパツキンのごけかた 



陋 - A ] 


せん内ふた 



必ずこのイラス 
卜の通りの方向 
でセットする。 
(間違ラとお湯 
がふをこぼれ、 
やけどをする 
おそれ） 



〇せん内ふた外剧こ、ふたパッキンを図の通りにきっちりと均等にはめ込む。 
©最後にネジを確実に締めつける。 


せんパルブ 


ふた 


連結巧 


g イ乃一魔法瓶が式ち社 


本社〒巳 71-8 己71大阪府門真巿遠見お3番1号 


ほいかた•ぉ買い物のご相談はお客様ご相談窓口 


ナビダイヤ J レ 

(全国共通番号） 


^0570-011101 


巿巧迈註科で OK 

受付時間 AM 日: 00〜 PM 已: 日日 月曜日〜金曜日（祝日•興社休業日を除きまず） 

※携帯電話 • PHS と I P 電話等（ナビダイヤルを利用できない電話）の方はこち5へ TEL (06) 6906-2121 


市内通話料金でご利用いただけます。 


※上記の連絡先の名称、電話番号、所在地は変更することがありまずのでご了承ください。 

ホームぺージアドレス http :// www . ti 呂 er . jp / 

消耗品 • 別売品のご購入ホームぺージ http :// www . ti 邑 er . jp/sh 叩. html 
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たとをは 


その他 





















































































